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令和 ６年 ３月 １１日 

足立区立中川小学校 

校長 土屋 和弘 様 

足立区立中川小学校 開かれた学校づくり協議会 

 

 

令和５年度 学校関係者評価書 
 

 

１ 自己評価書（学校経営計画・自己評価書）全般について 

 ・学校経営計画から、細かいところまで子供達に教育をして頂いていることがわかる。学校に  

  おいて、様々な学びのために環境を整えていただいていることに感謝する。 

 ・学力も含め、学校全体が向上傾向にあることが感じられる。また、すべての目標を達成して 

  おり、学校での取り組みが充実したものであったと感じる。 

 ・「めざす学校像、児童像、教師像」がとても良い内容である。実現に向けて来年度もさらに 

  取り組みを進めていってほしいと考える。 

 

 

２ 学校から提示された「課題」や「保護者・地域への期待」について 

 ・交通安全週間の際には、児童の登校の安全を確保すると同時に、挨拶を交わし「あいさつ運  

  動」の効果が出ている。しかしながら、幼児を自転車に乗せている母親たちのマナーの悪さ 

  を感じることがあった。３年生の自転車講習の際に保護者も同席させ、一緒に考えさせる場 

  が必要ではないかと考える。 

 ・コロナ禍でできなかった行事（デイキャンプ・中フェス・運動会一日開催など）が今年度よ 

  り再開されたことに地域として喜びを感じる。来年度は、今年度の反省を活かし、さらに活 

  発になることを願う。 

 ・PTAとしても存在意義を問われる時代となり、共働きのご家庭も多い。活動に協力できる方 

  が少なくなってきている。各種行事においては、学校との連携を密にし、効率化を図ってい 

く。 

 

 

３ その他 

 ・地域の公園において、子供達の元気な姿を見ることができ、また、目に余るような悪い行動

をする児童もおらず、学校での道徳教育が上手くいっていると感じる。 

 


